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１．緒言 
 エネルギー獲得において、化石資源はこれまで非常
に優位な存在であった。しかし、化石資源を消費続け
る限り、大気中への二酸化炭素の蓄積は回避すること
ができず、これにより地球の温暖化問題が生じてくる。
また、化石資源は有限なため、枯渇問題も深刻化して
きている。 
そこで、本研究では、化石資源に代替するエネルギ

ーの一つであるであるバイオマスに着目し、より高効
率にエネルギー変換が出来るガス化技術においての
ガス化特性に関する研究を行った。ガス化剤を CO2、
H2O およびその混合ガスとし、ガス化特性に及ぼすガ
ス化剤種の影響、温度依存性、共ガス化による相乗効
果を、素反応速度解析およびガス化実験により検討し
た。 
 
２．解析条件 
 素反応速度解析には汎用速度解析ソフトウェアで
ある DARS[1]を利用した。反応機構は GRI-mech3.0[2]
を採用し、解析ではガス化反応に関与する 36 化学種、
正・逆 180 組の素反応を考慮した。本解析では、均一
気相反応のみを対象とした。なお、初期化合物種は固
定炭素分(FC)と CO、H2、および CH4、C2H2、C2H4
の揮発分とした。解析条件は、圧力ならびに温度一定、
反応時間は実験での滞留時間を考慮して3secとした。 
 
３．解析結果 

CO2 ガス化、H2O ガス化および CO2 と H2O を 1:1
の割合で混合した共ガス化における合成ガス生成量
の温度依存性のグラフを Fig.1 に示す。合成ガス生成
量は、ガス化剤種に関わらず、同様な温度依存性を示
していることが分かる。また、1400K 以下では、温度
が低いために反応があまり進行していないことが分
かる。次に 1400K から 1700K の領域では傾きが大き
くなっていることから、この温度領域で反応が活発に
なっていることが分かる。さらに 1700K 以降では再
び反応が進行しなくなる。これは、温度が高くなるに
つれて反応が進み、反応可能なバイオマスがなくなっ
ていくためだと思われる。 
 
４．実験条件 
 実験には電気加熱式ドロップチューブガス化炉
(DTF)を用いた。電気加熱式 DTF は、構造がシンプル
で、外部加熱による温度制御やガス化剤の組成変化が
容易に出来るといった特徴を持つ間接噴流床ガス化
炉である。バイオマス試料には杉の大鋸屑を使用した。 
 実験条件は、温度は 1273K、1373K、1473K および
1573K とし、ガス化剤は CO2、H2O およびその混合ガ
スとした。ガス化剤の供給量はバイオマスに含まれる
炭素分(C)とガス化剤のモル比が 1:1.2 となるように
供給した。 
 
５．実験結果 
 Fig.2 に実験においての CO2ガス化、H2O ガス化お

よび共ガス化による合成ガス生成量のガス化剤のグ
ラフを示す。このグラフより、低温域では CO2 ガス
化より H2O ガス化のほうが支配的であり、高温域で
は逆に CO2ガス化のほうが支配的であると分かる。 
 また、1273K と 1373K において共ガス化が単独ガ
ス化の合成ガス生成量を上回っていることから、この
温度で共ガス化による相乗効果が存在することが分
かる。 
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Fig. 1 Simulation results of syngas production in the 
       gasified gas. 
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Fig.2 Effects of co-gasification on CO and H2 
production in the gasified gas. 

 
６．結言 

素反応解析およびガス化実験から以下の結論を得
た。 
1) 1400K から 1700K の領域ではガス化剤種に関わ

らず、反応が活発に進む。 
2) 低温域では H2O ガス化反応，高温域では CO2 ガ

ス化反応が支配的である。 
3) 低温域では共ガス化による相乗効果が存在する。 
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